
「男女共同参画の視点に立った地域の課題解決」のためのプログラムデザイン

社会を知る。社会の中の自分を知る。他人軸ではなく自分軸で語る場を提供する。
目的

内容

方法

第一回

あなたのNOを聞かせてくださ
い。

まずは、誰もがNOと言う権利が
あるが、
女性がNOと言えない、言いづら
いという声は多い。
みんなでいろんな場面のNOを
実際声を出す。

声を出すことから、自分の声を
知る。

対象
自分より、他人のケアに時間を費やしている女性

課題把握・課題共有 課題解決の方策の検討 課題解決のための行動

第二回

ジェンダーギャップ指数「政治」
「教育」の分野について現状を
データなどを見ながら話し合う。
海外比較も行う。
無関係に思えることも実は自分
につながっていることに気づき、
自分の考えを話してもらう。
正解とか他人からどう見えるか
ではなく自分の考えをはなして
もらう。

第三回

「経済」と「健康」
日本の現状や女性リーダーのこ
と。
健康ではセクシュアル・リプロダ
クティブヘルス/ライツについて
も触れたい。
自らの経験を語ってもらいたい。

第四回

ジェンダーギャップ指数という
言葉を耳にはしていたが、身近
ではなかったが、知ることができ
たので、ランキングを上げるため
一人ひとりが何ができるかを考
える。
グループで話すことで発言でき
るようにする。

アイスブレイク、ワークショップ 講義と意見交換 講義と意見交換 グループワーク

第五回

社会の中の自分を認識したこと
で気づいたことなどを一人ひと
りはっぴょうしてもらう。

具感想とま

基点・基軸の形成

【趣旨】ジェンダーギャップ指数の4分野「政治」「経済」「健康」「教育」についての日本の現状を知り、自分がどう考えるか？自分の言葉で語る機会を作る。自
分のケアをすることが後回しになっていまいがちの女性が「個人」として自分をケアする大切さを知る。

課題解決

日常的に他人のケアをすることが期待される女性のエンパワーメント 。自分自身のケアをするために社会に目を向けてみる。
課題

男女共同参画推進意識の形成 現状把握

連携先
国立市役所、子ども家庭支援センター、 一橋大学、社会福祉協議会、民間団体

目標

【事業名】 「社会」を学び「自分」を知る女性のための講座 90分×5回講座

振り返り

独立行政法人国立女性教育会館 令和４年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」

感想・アン
ケート

一回ごとにア
ンケートを取
り、次回に活
かす。最後の
感想は発表形
式をとる。


